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猿ヶ石川流域トピックス

猿
ヶ
石
川
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

水
質
改
善
す
る
た
め
に

　

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

「
田
瀬
ダ
ム
水
源
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
」
は
、
田
瀬
ダ
ム
水
源

地
域
の
活
性
化
と
猿
ヶ
石
川

上
下
流
の
連
携
を
目
的
と
し

て
平
成
18
年
３
月
に
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン

を
推
進
す
る
た
め
に
猿
ヶ
石

川
流
域
の
自
治
体
や
関
係
団

体
に
よ
り
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
推

進
協
議
会
が
平
成
20
年
に
発

足
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
に
は
、「
自
然

環
境
保
全
部
会
」「
地
域
資
源

活
用
部
会
」「
人
づ
く
り
・
連

携
」
と
い
う
３
つ
の
部
会
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
12
月
21
日
に
合

同
部
会
が
開
催
さ
れ
、
岩
手
県

立
大
学
の
辻つ

じ

盛も

り

お生
氏
が
「
植
物

に
よ
る
水
質
浄
化
」
に
つ
い
て

講
演
。
そ
の
後
20
名
の
参
加
者

が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、「
猿
ヶ
石
川
の
水
質
や
水

辺
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
各
団
体
が

連
携
を
図
り
な
が
ら
共
同
で

取
り
組
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

水
辺
植
物
を
活
か
し

　

水
質
の
浄
化
が
で
き
る

　

講
師
を
務
め
た
辻
盛
生
氏

は
、
前
任
地
の
小
岩
井
農
牧

(

株)

時
代
か
ら
、
長
年
植
物

を
活
か
し
た
水
質
浄
化
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
方
で
す
。

　

講
演
で
は
、
田
瀬
湖
や
猿
ヶ

石
川
の
水
質
デ
ー
タ
な
ど
を

紹
介
し
、
窒
素
や
リ
ン
の
排
出

負
荷
原
因
に
つ
い
て
は
岩
手

県
全
体
と
し
て
農
地
の
割
合

が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
。
そ
の

対
策
と
し
て
、
水
辺
植
物
を
活

用
し
た
緑
化
に
よ
り
、
多
く
の

生
き
物
を
育
み
な
が
ら
水
質

を
浄
化
す
る
仕
組
み
に
つ
い

て
、
多
く
の
事
例
と
共
に
説

明
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
人
工
湿

地
な
ど
最
新
の
技
術
に
、
参
加

者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

　

４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

　

講
演
後
は
、
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
来
年
度
の

事
業
化
に
向
け
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
互
い
に
自
己
紹

介
と
事
前
に
配
布
さ
れ
た

「
猿
ヶ
石
川
流
域
」
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
発
表
。

そ
の
後
、
猿
ヶ
石
川
の
水
質
や

水
辺
環
境
を
改
善
す
る
た
め

の
事
業
化
に
向
け
て
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
決
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
泊
２
日
で
親

子
を
対
象
に
、
間
伐
体
験
や
川

で
の
水
生
生
物
調
査
を
行
う

「
マ
イ
リ
バ
ー
猿
ヶ
石
」
。
猿
ヶ

石
川
全
般
の
調
査
を
継
続
的

に
行
う
「
自
然
豊
か
な
川
づ

く
り
の
た
め
の
河
川
環
境
調

査
」
。
川
流
れ
と
自
転
車
を
活

用
す
る
「
猿
ヶ
石
川
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
」
。
水
源
地
を
調

べ
る
「
石
神
水
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
。
と
い
う
特
色
あ
る
４
つ

の
事
業
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
立
大
学
の
辻
盛
生
先
生
を
講
師
に
迎
え

猿
ヶ
石
川
流
域
の
水
質
改
善
に
向
け
て
協
議
行
う

田
瀬
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会
合
同
部
会
開
催

合同部会ワークショップの様子。

グループで話し合われたことが発表された。
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猿ヶ石川流域ニュースファイル

　

昨
年
12
月
23
日
（
土
）
あ
え

り
あ
遠
野
中
ホ
ー
ル
に
て
、

「
明
日
の
遠
野
の
環
境
を
考
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
京
都
大

学
名
誉
教
授
の
丹
羽
太
貫
氏

が
「
放
射
線
の
健
康
へ
の
影
響

を
理
解
し
よ
う
」
と
い
う
演
題

で
基
調
講
演
。
原
発
事
故
後
に

問
題
と
な
っ
て
い
る
放
射
線

が
、
私
た
ち
の
体
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
か
を
、
多
く

の
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
元
に

お
話
し
さ
れ
、
約
60
名
の
参
加

者
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
、

環
境
に
関
す
る
標
語
や
ポ
ス

タ
ー
、
エ
コ
工
作
の
表
彰
。
遠

野
の
里
山
風
景
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
、
環
境
保
全
活
動
団
体
の

表
彰
式
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

更
に
、
遠
野
市
内
の
活
動
事

例
発
表
と
し
て
、
遠
野
コ
ロ

ニ
ー
が
、
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら

油
を
回
収
し
て
燃
料
と
し
て

活
用
し
て
い
る
取
り
組
み
を

紹
介
。
更
に
、
小
中
学
生
に
よ

る
研
究
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

環境に関する標語の表彰式の様子。

大人達も真剣 ⁉勝負でカルタ取りです。

魚類調査の様子。（遠野市愛宕橋付近）

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

猿
ヶ
石
川
魚
類
調
査

　

結
果
が
報
告
さ
れ
る

　

昨
年
12
月
よ
り
、
遠
野
市
内

に
お
い
て
「
遠
野
・
山
仕
事
は

じ
め
の
一
歩
（
入
門
）
講
座
」
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
手
入
れ
が
進

ま
な
い
間
伐
等
の
森
林
整
備

を
促
進
す
る
た
め
に
は
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
育
成
が

　

岩
手
県
南
振
興
局
花
巻
保

健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
が
平

成
24
年
度
の
委
託
事
業
と
し

て
、「
猿
ヶ
石
川
流
域
の
魚
類

等
生
息
調
査
」
を
実
施
し
そ
の

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
田
瀬
ダ
ム
上
下
流

猿
ヶ
石
川
に
お
け
る
現
地
調

査
の
他
、
聞
き
取
り
と
文
献
に

よ
る
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
猿
ヶ
石
川
に
は

50
種
の
魚
類
が
生
息
し
、
そ
の

中
の
26
種
が
移
入
種
や
放
流

に
よ
り
生
息
し
て
い
る
種
で

し
た
。
ま
た
重
要
種
と
し
て
、

ス
ナ
ヤ
ツ
メ
南
方
型
、
キ
ン
ブ

ナ
、
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ
、
シ
ナ
イ
モ

ツ
ゴ
、
ギ
バ
チ
、
メ
ダ
カ
南
日

本
集
団
、
カ
ジ
カ
（
大
卵
型
）
、

ハ
ナ
カ
ジ
カ
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

尚
、
こ
の
調
査
結
果
つ
い
て

は
、
委
託
受
託
者
で
あ
る
イ
ー

ハ
ト
ー
ブ
里
山
水
棲
生
物
保

存
会
が
、
２
月
21
日
開
催
の

猿
ヶ
石
川
流
域
セ
ミ
ナ
ー
で

詳
細
を
報
告
し
ま
す
。

不
可
欠
と
考
え
、
初
心
者
で
も

山
の
手
入
れ
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
の
技
術
と
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

に
今
年
６
月
ま
で
毎
月
１
回

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

講
師
は
盛
岡
市
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
い
わ
て
森
林

再
生
研
究
会
の
ベ
テ
ラ
ン
ス

タ
ッ
フ
。
昨
年
12
月
の
講
座
に

は
、
県
内
各
地
か
ら
20
名
が
参

加
。
実
際
に
杉
を
植
林
し
て
い

る
山
林
に
て
、
健
全
な
森
づ
く

り
の
た
め
の
間
伐
す
る
樹
木

の
割
合
の
計
測
方
法
や
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
の
安
全
な
使
用
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

遠
野
市
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

太鼓の練習成果を発表する子供達。

田
瀬
地
区
で
カ
ル
タ
大
会

＆
芸
能
発
表
会

　

成
人
の
日
で
あ
る
１
月
14

日
（
月
）
、
花
巻
市
東
和
町
田
瀬

地
区
に
て
、
第
19
回
目
と
な
る

「
田
瀬
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
取
り

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ル
タ
は
田
瀬
小
学

校
の
創
立
20
周
年
を
記
念
し

て
、
当
時
の
小
学
生
が
田
瀬
地

域
の
名
所
旧
跡
な
ど
を
中
心

に
絵
札
と
読
み
札
を
製
作
。
田

瀬
地
域
の
魅
力
溢
れ
る
カ
ル

タ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

チェンソーの安全な持ち方を習う受講者。

　

こ
の
日
は
、
旧
田
瀬
小
学
校

の
体
育
館
を
会
場
に
、
地
区
民

約
80
名
が
参
加
。
小
さ
な
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
時
に
は

笑
い
声
が
飛
び
交
う
中
、
カ
ル

タ
取
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
午
後
に

は
、
地
域
で
初
め
て
の
試
み
と

な
る
「
伝
統
芸
能
発
表
会
」
も

開
か
れ
、
子
ど
も
達
に
よ
る

「
こ
ど
も
清
流
田
瀬
太
鼓
」
や

青
年
達
の
勇
壮
な
「
田
瀬
激
流

太
鼓
」
。
更
に
、「
野
金
山
か
ん

な
が
ら
鹿
踊
り
「
や
「
白
土
神

楽
」も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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猿ヶ石川流域インタビュー

田瀬ダム水源地域ビジョン
推進協議会会長

　
田
瀬
湖
は
全
国
的
に

　

 

脚
光
を
浴
び
た
ん
で
す

　

田
瀬
ダ
ム
は
、
昭
和
16
年
に

着
工
し
て
29
年
に
完
成
し
た

国
直
轄
の
ダ
ム
と
し
て
は
最

も
古
い
ダ
ム
で
す
よ
ね
。
昭
和

63
年
に
は
、
レ
イ
ク
リ
ゾ
ー
ト

事
業
の
第
一
号
と
し
て
、
脚
光

を
浴
び
た
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
屋
外
ス
テ
ー
ジ
や
釣
り
公

園
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
も
で
き

て
、
視
察
者
が
全
国
か
ら
来

た
。

　

Ｂ
級
で
は
あ
る
け
ど
、
ボ
ー

ト
競
技
場
も
で
き
て
、
流
れ
や

風
が
な
く
水
深
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
全
国
で
も
有
名
に

な
っ
た
。
大
学
の
ボ
ー
ト
部
の

合
宿
地
と
し
て
、
一
時
期
は
大

変
賑
わ
い
ま
し
た
よ
。

　

更
に
、
向
か
い
田
瀬
地
区

に
ゴ
ル
フ
場
建
設
の
計
画
も

あ
っ
た
ん
で
す
。
結
局
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て

は
良
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま

す
ね
。

　
　
　

　
私
が
小
学
校
の
頃
に

　

 

田
瀬
湖
で
エ
ビ
を
捕
っ
た

　
　

　

私
は
猿
ヶ
石
川
や
田
瀬
湖

に
は
強
い
想
い
が
あ
り
ま
す

よ
。
小
学
生
の
頃
は
、
毎
週
日

曜
日
の
朝
に
は
猿
ヶ
石
川
に

行
っ
て
、
カ
ジ
カ
突
き
を
し
た

も
ん
で
す
。
あ
の
頃
は
い
っ
ぱ

い
い
ま
し
た
ね
。
ウ
ナ
ギ
も

け
っ
こ
う
い
て
、
４
本
ヤ
ス
で

突
い
て
、
ハ
キ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に

捕
り
ま
し
た
よ
。

　

田
瀬
湖
に
も
自
転
車
で

行
っ
て
、
杉
の
葉
を
束
に
し
て

浮
か
べ
て
お
い
て
、
そ
れ
を
網

で
す
く
う
と
、
５
㎝
く
ら
い
の

エ
ビ
が
い
っ
ぱ
い
捕
れ
た
ん

で
す
。

　

あ
の
頃
は
、
川
は
か
っ
こ
う

の
遊
び
場
だ
っ
た
。
水
浴
び
し

て
、
時
に
は
川
端
の
畑
か
ら

ウ
リ
や
ス
イ
カ
を
失
敬
し
た

り
し
て
ね
…
。
今
は
、
子
ど
も

達
か
ら
川
が
遠
ざ
か
っ
て
し

ま
っ
た
。　

　

以
前
、
都
市
農
村
交
流
と
し

て
、
川
崎
市
の
子
供
80
名
を
田

瀬
と
成
島
地
区
の
農
家
に
２

泊
３
日
で
泊
め
た
ん
で
す
。
そ

の
時
に
、
川
遊
び
や
木
の
実
捕

り
な
ど
昔
の
遊
び
を
さ
せ
た
。

そ
の
時
に
、
川
で
溺
れ
た
り
、

木
か
ら
落
ち
て
骨
折
す
る
子

供
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
、
そ

の
中
の
子
供
の
親
か
ら
手
紙

が
来
た
ん
で
す
。

　

「
う
ち
の
子
は
骨
折
し
た

が
、
こ
の
企
画
は
止
め
な
い
で

欲
し
い
。
こ
う
い
う
遊
び
を
通

し
て
、
社
会
に
出
て
行
く
準

小田島　峰雄（おだしま　みねお）さん

昭和 25 年東和町浮田地区で生まれ育つ。早稲田大学文学部卒業後、昭和

50 年より東和町役場に勤務。平成６年〜９年まで同役場助役。平成 10

年〜平成 17 年まで７年間東和町長を務める。その間、平成 13 年〜 15 年

に岩手県町村会政務調査委員長、平成 15 年〜 17 年に同会副会長。平成

10 年より猿ヶ石北部土地改良区理事、平成 17 年より現在まで同改良区

理事長。また、平成 18 年２月より現在まで岩手県議会議員を務める。

備
を
し
た
い
。
」
と
い
う
内
容

だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
。
も
う
担
当
者

は
ビ
ク
ビ
ク
し
て
た
ん
で
す

よ
。

　

川
や
ダ
ム
湖
は
子
供
達
に

生
き
る
力
を
教
え
る
教
材
に

な
り
得
る
。
こ
れ
は
、
ど
こ
に

で
も
あ
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
指
導
者
が
必

要
。
地
元
の
子
ど
も
達
に
も
、

川
で
遊
ぶ
ワ
ク
ワ
ク
感
を
体

験
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

猿ヶ石川の野鳥

自然ウォッチング

カルガモ（淡水ガモ類ガンカモ科　全長約 60 ㎝）

マガモと共に、猿ケ石川でよく見られるカモの代表ともい

えるカルガモ。他のカモと違って、オスとメスが同じ色。ク

チバシの先端が黄色で、足はオレンジ色。顔に２本の黒い

ラインがあるのが特徴です。（写真提供：とうわ野鳥の会）

田瀬湖で開催されたインターハイボート競技。
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　　　　里山の自然環境を共に考えよう！　　

　　　　　猿ヶ石川流域セミナー 2013
　

　田瀬ダム水源地域ビジョン推進協議会では、毎年２月に

開催される総会と併せて、花巻・遠野流域協議会と共催にて

「猿ヶ石川流域セミナー」を開催しています。今回のセミナー

では、岩手県立大学助教の斉藤正貴氏が「魚から見た川と田ん

ぼのつながり」について講演する他、岩手県が委託して実施し

た「猿ヶ石川流域の魚類等生息調査」の報告も行われます。

【日時】平成 25 年２月 21 日（木）午後２時 30 分〜午後４時

【集合】花巻市東和総合福祉センター会議室　【参加費】 無料

＊開催時間は推進協議会の総会終了後となります。

＊参加希望者は事前にお申し込み下さい。

【申し込み】田瀬ダム水源地域ビジョン推進協議会事務局

☎0198-64-2250（千葉）

　　　　　　　　素敵な出会いが待っているカモ ⁉

　　　　　　　　　　　毘沙門堂周辺の野鳥観察
　

　花巻市東和町成島地区にある毘沙門堂周辺にて、野鳥観察

会を行います。この周辺では、川にいる水辺の野鳥と野山にい

る野鳥の両方が観察できます。毘沙門堂から一望できる猿ケ

石川や南成島地区の景色もすばらしいです。もしかすると、希

少種であるミヤマホオジロやヤマセミに出会えるかもしれま

せん。寒くない服装でいらしてください。

【日時】平成 25 年２月 17 日（日）午前８時 30 分〜正午

【集合】花巻市東和コミュニティセンター駐車場

【参加費】 100円（高校

生以下無料）

【持ち物】防寒着、筆記

具、双眼鏡（ある方）

【申し込み】

とうわ野鳥の会

☎0198-42-4725

（斎藤）

猿ヶ石川流域インフォメーション
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　　　　　　　　　　　 スノーワンダーランドへようこそ…

　　　　　　　　雪遊び体験　開催中 ‼
　

　今年の冬も厳しい寒さですが、雪国岩手にしかできない体

験はなんと言っても雪遊び！北上川フィールドライフクラブ

では、20 年ほど前から、子供達との雪遊び体験企画を実施し

ています。スノーモービルや３輪バギーで雪原を移動しての

フィールド探検では、キツネやタヌキなどの野生動物の足跡

などが見つかるかも。この他、ジープやトラクターでカヌーを

引っ張り雪上を走る！雪合戦やかまくら作り。氷上ワカサギ

釣り。親子連れ大歓迎。必ず事前に電話で予約ください。

【日時】平成 25 年１月５日〜２月末日

【時間】午前 10 時〜正午または午後１時〜３時（２時間）

【場所】花巻市十二丁目河川敷（南大橋下流）

【参加費】 小学生以上2,000円/3歳〜小学生未満1,000円

【持ち物】雪遊びできる服装（防寒着、帽子、手袋、長靴）

【申し込み】北上川フィールドライフクラブ

☎　090-4476-5875（白畑）　

昨年のセミナーでは花巻市矢沢地区におけるゼニ

タナゴの保護活動について発表されました。

雪上をカヌーで滑るのは気分爽快！

2/17

２/21

〜 2/ 末

典
Q 水質の指標とされている

BOD って何ですか？

A BOD とは Biochemical oxygen demand の

略で、日本語では生物化学的酸素要求量と訳

されます。水中の有機物などの量を、その酸

化分解のために微生物が必要とする酸素の量

で表したものです。水の有機物汚染が大きけ

ればその有機物を栄養分とする微生物の活動

も活発になり、微生物によって消費される酸

素の量も増加します。従って、ＢＯＤが大き

ければ水中の有機物汚染が大きいことを示す

ため、水の有機物汚染の指標とされています。

川
豆
辞

昨年は美しいオシドリが観察できました。


